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◆ 総 説 
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2)  Tabata T, Yamaguchi Y, Hata Y, Ichida F, Mori H. Modification of KCNH2-encoded cardiac potassium channels by KCNE1 
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◆ 学会報告 
1)  Hata Y, Kinoshita K, Yamaguchi Y, Hirono K, Ichida F, Nishida N. Postmortem molecular analysis of long QT 
syndrome-associated genes for sudden cardiac death in 2 to 50 year olds. 9th International Symposium on Advances in Legal 
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independently of Yotiao. 第 91 回日本生理学会大会；2014 Mar 16-18；鹿児島． 
5)  西田尚樹，吉田幸司，畑由紀子，木下耕史．Incidental に発見された大脳皮質基底核変性症－有症状例との比較検討
－．第 103 回日本病理学会総会；2014 Apr 24-26；広島． 
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細胞の増生と Tenascin-C の発現．第 103 回日本病理学会総会；2014 Apr 24-26；広島． 
7)  畑由紀子，吉田幸司，木下耕史，田中耕太郎，西田尚樹．突然死した筋強直性ジストロフィー症の 1 剖検例．第 103
回日本病理学会総会；2014 Apr 24-26；広島． 
8)  吉田幸司，畑由紀子，西田尚樹，田中耕太郎．Autopsy-proven progressive supranuclear palsy の臨床病理学的検討．第
55 回日本神経学会学術大会；2014 May 21-24；福岡． 
9)  吉田幸司，畑由紀子，木下耕史，西田尚樹．認知症主体の症状を呈した PSP と考えられる 1 剖検例．第 55 回日本神
経病理学会総会学術研究会；2014 Jun 5-7；東京． 
10)  西田尚樹，吉田幸司，畑由紀子，木下耕史．脳内出血後に認知症 うつ状態が出現した高齢自殺者の 1 剖検例．第
55 回日本神経病理学会総会学術研究会；2014 Jun 5-7；東京． 
11)  廣野恵一，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，市田蕗子，畑由紀子，西田尚樹，小垣滋豊，福嶌教偉. 新生児期に
心不全にて発症しサルコメア遺伝子の二重変異異常を認めた左室心筋緻密化障害の一例. 第 311 回日本小児科学会
北陸地方会；2014 Jun 8；福井． 
12)  廣野恵一，野村泰久，畑由紀子，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，桃井伸緒，西田尚樹，市田蕗子，足立雄一．
胎児期に心不全を契機に発見された MYH7 遺伝子変異を有する左室心筋緻密化障害の一例．第 50 回日本小児循環
器学会；2014 Jul 3-5；岡山． 
13)  吉田幸司，田口芳治，田中耕太郎，畑由紀子，西田尚樹．Preclinical PSP と考えられた高齢者剖検例．第 6 回日本神
経病理学会東海・北陸地方会；2014 Sep 27；岐阜． 
14)  趙麻未，鮎沢衛，加藤雅崇，渡邉拓史，小森暁子，阿部百合子，神保詩乃，神山浩，廣野恵一，市田蕗子，畑由紀
子，西田尚樹．家族歴による早期診断と遺伝子解析を行ないえた Barth 症候群の乳児例．第 23 回日本小児心筋疾患
学会；2014 Oct 11；東京． 
15)  畑由紀子，木下耕史，西田尚樹．次世代シークエンサーを用いた心臓性突然死症例の遺伝子解析．第 36 回日本法医
学会学術中部地方集会；2014 Oct 18；愛知． 
16)  西田尚樹，畑由紀子，吉田幸司，木下耕史．非対称性の高度うっ血脳と考えられた 1 例．第 21 回東北神経病理研究
会；2014 Nov 1；弘前． 
17)  吉田幸司，畑由紀子，田口芳治，田中耕太郎，西田尚樹．法医解剖で診断された大脳皮質基底核変性症の臨床病理
学的検討. 第 33 回日本認知症学会学術集会；2014 Nov 29-Dec 1；横浜． 
 
◆ その他 
1)  西田尚樹．異状死と剖検．富山県医師会；2014 Feb 23；富山． 
2)  西田尚樹．自然死と異状死の境界．中部管区警察局；2014 Sep 30；富山． 
3)  西田尚樹．急性死と事故死．富山県消防学校；2014 Dec 18；富山． 
4)  司法解剖 176 体．新法解剖 1 体． 
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